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（注）各スライドの図表の構成比は、各回答を選択した企業数が有効回答数に占める割合を示す。また、割
合は四捨五入をしており、合計が100％とならないことがある。

• 一般社団法人電気通信事業者協会（ＴＣＡ）では、適正取引の推進と付加価値向上への取組へのため、令和
６年５月２９日に自主行動計画を策定

• この取組への対応状況を確認し、更に取組を強化するため、フォローアップ調査を実施（PDCA）

１．調査概要

調査対象 協会会員２７社
（正会員中、通信以外の業務を営み他団体で同様の調査をしている会員等を除く。）

調査期間 2024年11月

調査方法 メールでの依頼・メールでの回答

回答企業数（率） 回答１８社（６７％） ＊一部回答の社を含む。

調査内容 発注側への調査

・ 2024年度に適用する単価の決定・改定にあたり、取引を行う仕入先（発注先）との
協議の実施状況

・ 発注側として．直近１年間の各仕入先（発注先）との取引について、「労務費の適
切な転嫁のための価格交渉に関する指針」に記載される各項目の程度遵守

・ 2024  年度に適用する単価の決定・改定にあたり、仕入先（発注先）の各コストの
増加がある場合の反映状況
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回答会社の資本金規模
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2．調査結果（１） 3

3
17%

10
56%

4
22%

0
0%

1
5%

1: 全ての仕入先（発注先）と協議した

2: 多くの仕入先（発注先）と協議した

3: 一部の仕入先（発注先）と協議した

4: あまり協議しなかった

5: 全く協議しなかった N＝１８

問１ 2024年度に適用する単価の決定・改定にあたり、取引を行う仕入先（発注先）
との協議の実施状況についてお答えください。

上段：社数
下段：割合(%)



2．調査結果（２） 4
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問2-1 労務費の価格交渉価格転嫁の取引方針

等について経営トップが関与しているか

1: 対応できている

2: 対応できていない N＝１８

問２ 発注側として．直近１年間の各仕入先（発注先）との取引について、「労務費の適
切な転嫁のための価格交渉に関する指針」に記載される各項目をどの程度遵守出来てい
るかをお答えください。
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問2-2 仕入先（発注先）と定期的に労務費の価格転嫁

について協議の場を設けているか

1: 全てについて対応できている

2: 概ね対応できている

3: 一部対応できている

4: あまり対応できていない

5: 対応できていない N＝１８

上段：社数
下段：割合(%)



2．調査結果（３） 5
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問2-3 仕入先（発注先）に労務費の価格転嫁に

関する資料や説明を求める場合は、公表資料も

合理的な資料として交渉に応じているか

1: 対応できている

2: 対応できていない
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17%
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問2-4 サプライチェーン全体での適正な価格転

嫁を行うことを意識して、要請額の妥当性を判

断するか

1: 対応できている

2: 部分的には対応できている

3：対応できていない
N＝１８N＝１８

上段：社数
下段：割合(%)



2．調査結果（４） 6
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問2-5 仕入先（発注先）から労務費の上昇

を理由に取引価格の引上げを求められた

場合、協議のテーブルにつくか

1: 全てについて対応できている

2: 概ね対応できている

3: 一部対応できている

4: あまり対応できていない

5: 対応できていない
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問2-6 必要に応じて仕入先（発注先）に労

務費上昇分の価格転嫁に関する考え方を

提示するか

1: 対応できている

2: 部分的には対応できている

3：対応できていない

N＝１８N＝１８

上段：社数
下段：割合(%)



2．調査結果（５） 7
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問2-7 定期的に仕入先（発注先）とコミュニケー

ションをとるか

1: 全てについて対応できている

2: 概ね対応できている

3: 一部対応できている

4: あまり対応できていない

5: 対応できていない
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問2-8 価格交渉の記録（議事録やメールのやり

取り等）を作成し、貴社と仕入先（発注先）の双

方で保管するか

1: 全てについて対応できている

2: 概ね対応できている

3: 一部対応できている

4: あまり対応できていない

5: 対応できていない N＝１８
N＝１８

上段：社数
下段：割合(%)



2．調査結果（６） 8

問３ 発注側．直近１年間で取引金額が最も大きい仕入先（発注先）との取引につい
て、2024  年度に適用する単価の決定・改定にあたり、仕入先（発注先）の各コスト
の増加がある場合、どの程度反映できましたか。貴社の御認識をお答えください。
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問3-1 コスト全般の変動の価格反映状況

1: 全て反映した
2: 概ね反映した
3: 一部反映した
4: あまり反映しなかった
5:  反映しなかった
6： 減額した
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問3-2 労務費の変動（最低賃金の引上げ、

人手不足への対処等による労務費の上

昇）の価格反映状況

1: 全て反映した
2: 概ね反映した
3: 一部反映した
4: あまり反映しなかった
5:  反映しなかった
6： 減額した N＝１６（無回答２）N＝１７（無回答１）

上段：社数
下段：割合(%)



2．調査結果（７） 9
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問3-3 原材料価格の変動の価格反映状況

1: 全て反映した

2: 概ね反映した

3: 一部反映した

4: あまり反映しなかった

5:  反映しなかった

6： 減額した
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問3-4 エネルギー価格の変動の価格反映

状況

1: 全て反映した

2: 概ね反映した

3: 一部反映した

4: あまり反映しなかった

5:  反映しなかった

6： 減額した
N＝１６（無回答２）N＝１６（無回答２）

上段：社数
下段：割合(%)



2．調査項目一覧 10
問１ 2024年度に適用する単価の決定・改定にあたり、取引を行う仕入先（発注先）との協議の実施状況についてお答えください。【単一回答】

1: 全ての仕入先（発注先）と協議した（100%）
2: 多くの仕入先（発注先）と協議した（99～81%）
3: 一部の仕入先（発注先）と協議した（80～41%）
4: あまり協議しなかった（40～1%）
5: 全く協議しなかった（0%）

問２ 発注側として．直近１年間の各仕入先（発注先）との取引について、「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」に記載される各項目を
どの程度遵守出来ているかをお答えください。【各項目単一回答】
2-1 労務費の価格交渉価格転嫁の取引方針等について経営トップが関与しているか
1: 対応できている
2: 対応できていない

2-2 仕入先（発注先）と定期的に労務費の価格転嫁について協議の場を設けているか
1: 全てについて対応できている(100%）
2: 概ね対応できている（99～81%）
3: 一部対応できている（80～41%）
4: あまり対応できていない（40～1%）
5: 対応できていない（0%）

2-3 仕入先（発注先）に労務費の価格転嫁に関する資料や説明を求める場合は、公表資料も合理的な資料として交渉に応じているか
1: 対応できている
2: 対応できていない

2-4 サプライチェーン全体での適正な価格転嫁を行うことを意識して、要請額の妥当性を判断するか
1: 対応できている
2: 部分的には対応できている
3：対応できていない

2-5 仕入先（発注先）から労務費の上昇を理由に取引価格の引上げを求められた場合、協議のテーブルにつくか
1: 全てについて対応できている(100%）
2: 概ね対応できている（99～81%）
3: 一部対応できている（80～41%）
4: あまり対応できていない（40～1%）
5: 対応できていない（0%）

2-6 必要に応じて仕入先（発注先）に労務費上昇分の価格転嫁に関する考え方を提示するか
1: 対応できている
2: 部分的には対応できている
3：対応できていない



2．調査質問一覧 11

2-7 定期的に仕入先（発注先）とコミュニケーションをとるか
1: 全てについて対応できている(100%）
2: 概ね対応できている（99～81%）
3: 一部対応できている（80～41%）
4: あまり対応できていない（40～1%）
5: 対応できていない（0%）

2-8 価格交渉の記録（議事録やメールのやり取り等）を作成し、貴社と仕入先（発注先）の双方で保管するか
1: 全てについて対応できている(100%）
2: 概ね対応できている（99～81%）
3: 一部対応できている（80～41%）
4: あまり対応できていない（40～1%）
5: 対応できていない（0%）

2-9 その他（自由記載）
（ご自由に記載してください）

問３ 発注側．直近１年間で取引金額が最も大きい仕入先（発注先）との取引について、2024  年度に適用する単価の決定・改定にあたり、仕入先（発注
先）の各コストの増加がある場合、どの程度反映できましたか。貴社の御認識をお答えください。【各項目単一回答】
3-1 コスト全般の変動の価格反映状況
3-2 労務費の変動（最低賃金の引上げ、人手不足への対処等による労務費の上昇）の価格反映状況
3-3 原材料価格の変動の価格反映状況
3-4 エネルギー価格の変動の価格反映状況
3-1～3-4とも以下から選択
1: 全て反映した(100%）
2: 概ね反映した（99～81%）
3: 一部反映した（80～41%）
4: あまり反映しなかった（40～1%）
5:  反映しなかった（0%）
6： 減額した（マイナス）


	令和６年度自主行動計画フォローアップ調査結果
	１．調査概要
	１．調査概要
	2．調査結果（１）
	2．調査結果（２）
	2．調査結果（３）
	2．調査結果（４）
	2．調査結果（５）
	2．調査結果（６）
	2．調査結果（７）
	2．調査項目一覧
	2．調査質問一覧

